
 
 

 

 

 

 

 

学校教育目標  自ら学び考え 人間性豊かで 心身ともに健やかな生徒の育成 
            ～ 挑戦 成長 そして飛躍へ ～ 

目指す生徒像 成長を目指し、進んで挑戦する生徒  

 

 

  

内閣府より、令和５年１月１７日付で、青少年によるインタ

ーネットの適切な利用に向けた啓発活動である『令和５年「春

のあんしんネット」新学期一斉行動（２月～５月）』について、

以下のお知らせがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現在、ニュースや新聞等において、感染症対策としてのマスクの着脱について、今後の対応が

報道されておりますが、本校では東金市教育委員会からの通知を受けてから、今後の対応につい

て検討して参ります。それまでの間は、現行の取り組みで対応することで感染防止に努めて参り

ます。  
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「春のあんしんネット・新学期一斉行動」 

１ ペアレンタルコントロール（保護者による管理） 

  ＳＮＳ等に起因する青少年の犯罪被害、誹謗中傷や自撮り画像配信等の情報「発信」を

契機とするトラブル等が生じています。 

  このような中、保護者は、ペアレンタルコントロール（青少年のおかれている環境や青

少年のライフサイクルを見通してその発達段階に応じてインターネット利用を適切に管理

すること）が求められます。 

２ 効果的なフィルタリング等の利用 

  保護者は、青少年の発達段階に応じて容易化されたフィルタリング設定やカスタマイズ

機能の整備が進んでいることを踏まえ、積極的にフィルタリングを活用することが求めら

れます。 

  また、利用時間の制限・調整、課金管理等が可能となる時間管理機能、課金制限機能等

のペアレンタルコントロール機能を積極的に活用することが求められます。 

３ 話し合いによる家庭内ルールづくりの促進 

  スマートフォン等の不適切な利用によるリスクについて家庭で話し 

合い、正しい生活習慣づくりやインターネットを正しく利用するため 

の家庭内ルールを作ることが求められます。 

  ルールづくりにおいては、成長・能力向上に伴い定期的に見直すこ 

とが必要です。 

４ インターネットを適切に活用する能力の向上促進 

  インターネットは、危険性がある一方で、適切に使うことにより便利で豊かな生活をお

くることができるものであることから、自分で考え、ネットを適切に活用できる能力身に

つけることが重要です。 

学校における感染症対策について 

 

 



 

 

 

 毎週日曜日１８時にメール送信している「ウィークリー西中 ２月１２日号」にも掲載しました、

先週の下校時における「自転車のチェーン外れ」について、改めて紹介します。 

これは、一緒に自転車のチェーンを直していた職員が感じたことであり、人により感じ方は様々

ではありますが、生徒の優しさを感じる場面として、友達思いの西中生を誇らしく思ったので、以

下に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今月の作品は、季節の行事である節分やバレンタインデー、第４回定期テスト等のイラストもあ

り、文字の他にイラストでも２月を感じられるように仕上がっています。 

 

「人は、人のためにと思った時こそ、力が出る」 

先週の下校の際、自転車のチェーンが外れてしまった生徒がいました。一緒に
帰っていた友達は、その状況を見て、修理をするために悪戦苦闘していました。
しかし、その生徒は直すことができなかったため、二人で学校まで戻り、職員に
報告し、一緒に直してもらったそうです。一緒にいた職員は、手を真っ黒にしな
がら直そうとしていた生徒からは、「何とか直してあげよう」という思いを、自
転車の持ち主の生徒からは、「その友達の存在を頼もしく感じていた」という様
子を感じたようです。 

その生徒が油で手を真っ黒にしながらも一生懸命な姿に、その場にいた職員
は、「人は、人のためにと思ったときに、力を発揮するのだな。」と感じたと話
がありました。 

２月の予定 
 
  


